
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
テレビのブラウン管に映し出されている映像信号を採取して装置内の受像回路で独自に生
成した映像信号と直接に比較し、両者が一致するまで前記受像回路の選局チャンネルを変
化させ、一致した際の選局チャンネルを視聴チャンネルとして特定する視聴チャンネル判
定装置において、
テレビのブラウン管に映し出されている映像信号の垂直同期信号および水平同期信号から
垂直ブランキング期間および水平ブランキング期間を発生する期間発生手段と、
前記受像回路で生成された同期圧縮スクランブル映像信号中の前記発生された垂直ブラン
キング期間および水平ブランキング期間内の信号を抽出する信号抽出手段と、
該信号抽出手段で抽出された信号を同期圧縮スクランブル前の状態に復元する同期信号復
元手段と、
前記受像回路で生成された同期圧縮スクランブル映像信号中の前記発生された垂直ブラン
キング期間および水平ブランキング期間内の信号を、前記同期信号復元手段で復元された
信号に置換し、比較用の映像信号を生成する映像信号生成手段とを備えることを特徴とす
る視聴チャンネル判定装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はテレビ視聴率測定分野に関し、特に各家庭のテレビにおいて現に視聴されている
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チャンネルを判定する視聴チャンネル判定装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
テレビ視聴率の測定では、テレビセンサや調査メータなどと呼ばれる視聴チャンネル判定
装置をサンプル世帯のテレビに接続し、テレビのオン，オフ情報および視聴中のチャンネ
ル番号などを時刻情報と関連させて採取し、電話回線を利用してセンタのコンピュータに
定期的に回収するようにしている。
【０００３】
このようなテレビ視聴率測定における視聴中チャンネルの判定方式としては、従来は例え
ば特願平２－１０７０３８号に示されるように、測定対象となる装置のチューナの局部発
振信号を検出し、受信チャンネルと局部発振信号の周波数とが１対１に対応することを利
用して、その周波数から受信チャンネルを検出する方式が採用されていた。しかし、ＣＳ
デジタル放送などでは映像をデジタル化して圧縮し、１本のトランスポンダで４乃至８チ
ャンネル程度の番組を時分割多重で伝送しているため、各家庭のＣＳデジタル放送受信機
におけるチューナの選局状況を局部発振信号の周波数を利用して検出しても、その内の何
れのチャンネルが視聴されているかが特定できない。
【０００４】
そこで、視聴チャンネルを判定する他の方式として、テレビのブラウン管に映し出されて
いる映像信号を採取し、視聴チャンネル判定装置内に設置してある受像回路で独自に生成
した映像信号と直接に比較し、両者が一致するまで前記受像回路の選局チャンネルを変化
させ、一致した際の選局チャンネルを視聴チャンネルとして特定する方式がある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上述した映像信号の直接比較による方式によれば、既存の地上放送などのアナログ放送以
外にもＣＳデジタル放送の如きデジタル放送にも充分に対応することができ、視聴チャン
ネル判定技術の今後の主流になると考えられる。
【０００６】
しかしながら、この映像信号の直接比較による方式では、比較用の映像信号が視聴チャン
ネル判定装置内で生成できることが前提であるため、昨今の都市部で普及している同期圧
縮スクランブル映像信号によるＣＡＴＶ放送では、比較用の映像信号が生成できず、チャ
ンネル判定が行えないという問題がある。その理由は、同期圧縮スクランブル映像信号に
よるＣＡＴＶ放送では、有料の番組にはスクランブルがかけられており、契約した家庭の
テレビに対しては解除信号が送られてくるため映像信号は正しく再生されるが、視聴チャ
ンネル判定装置内に独自に設置してあるＣＡＴＶ用の受像回路には、正規の契約者でない
ため解除信号は送られてこないため、比較用の映像信号を視聴チャンネル判定装置内で生
成することができないからである。
【０００７】
そこで本発明の目的は、同期圧縮スクランブル映像信号によるＣＡＴＶ放送に対しても、
映像信号の直接比較による視聴チャンネル判定が行えるようにすることにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明は上記の目的を達成するために、テレビのブラウン管に映し出されている映像信号
を採取して装置内の受像回路で独自に生成した映像信号と直接に比較し、両者が一致する
まで前記受像回路の選局チャンネルを変化させ、一致した際の選局チャンネルを視聴チャ
ンネルとして特定する視聴チャンネル判定装置において、
テレビのブラウン管に映し出されている映像信号の垂直同期信号および水平同期信号から
垂直ブランキング期間および水平ブランキング期間を発生する期間発生手段と、
前記受像回路で生成された同期圧縮スクランブル映像信号中の前記発生された垂直ブラン
キング期間および水平ブランキング期間内の信号を抽出する信号抽出手段と、
該信号抽出手段で抽出された信号を同期圧縮スクランブル前の状態に復元する同期信号復
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元手段と、
前記受像回路で生成された同期圧縮スクランブル映像信号中の前記発生された垂直ブラン
キング期間および水平ブランキング期間内の信号を、前記同期信号復元手段で復元された
信号に置換し、比較用の映像信号を生成する映像信号生成手段とを備えている。
【０００９】
このように構成された本発明の視聴チャンネル判定装置においては、期間発生手段がテレ
ビのブラウン管に映し出されている映像信号の垂直同期信号および水平同期信号から垂直
ブランキング期間および水平ブランキング期間を発生し、信号抽出手段が視聴チャンネル
判定装置内の受像回路で生成された同期圧縮スクランブル映像信号中から、前記発生され
た垂直ブランキング期間および水平ブランキング期間内の信号を抽出し、同期信号復元手
段が、この信号抽出手段で抽出された信号を同期圧縮スクランブル前の状態に復元し、映
像信号生成手段が、前記受像回路で生成された同期圧縮スクランブル映像信号中の前記発
生された垂直ブランキング期間および水平ブランキング期間内の信号を、前記同期信号復
元手段で復元された信号に置換することで、比較用の映像信号を生成する。
【００１０】
【発明の実施の形態】
次に本発明の実施の形態の例について図面を参照して詳細に説明する。
【００１１】
図１は視聴チャンネルの判定対象となるテレビ受像機システムの一例を示すブロック図で
ある。この例のテレビ受像機システムは、テレビ受像機１０１と、このテレビ受像機１０
１に接続されたＣＡＴＶチューナ１０２，ＣＳＴＶチューナ１０３，ビデオテープレコー
ダ（ＶＣＲ）１０４，電子ゲーム機１０５，ＢＳ・ＶＨＦ・ＵＨＦ分波器１０６とから構
成されている。なお、１０７はＶＨＦアンテナ、１０８はＵＨＦアンテナ、１０９はＢＳ
アンテナ、１１０はＢＳ・ＶＨＦ・ＵＨＦ混合器、１１１は分波器、１１２はＣＡＴＶ回
線、１１３はＣＳアンテナである。
【００１２】
テレビ受像機１０１には複数のビジュアル・オーディオ端子（ＡＶ端子）が設けられてお
り、外部機器との接続はこの端子を通じて行われる。すなわち、ＣＡＴＶチューナ１０２
の映像および音声信号はＡＶ端子１に、ＣＳＴＶチューナ１０３の映像および音声信号は
ＡＶ端子２に、電子ゲーム機１０５の映像および音声信号はＡＶ端子３に、ＶＣＲ１０４
の映像および音声信号はＡＶ端子４に、それぞれ入力される。また、テレビ受像機１０１
内には、ＶＨＦ／ＵＨＦチューナとＢＳチューナとが内蔵されている。従って、この例の
テレビ受像機システムでは、ＣＡＴＶ放送，ＣＳ放送，ＢＳ放送，ＶＨＦ放送，ＵＨＦ放
送を受信でき、また、電子ゲーム機１０５のモニタ画面として利用でき、さらにＶＣＲに
よる録画，再生が可能となっている。なお、各ソースの切り替えは例えばリモコン操作で
可能である。
【００１３】
本実施例の視聴チャンネル判定装置は、図１に示されるような多様なソースが混在するテ
レビ受像機システムを調査対象とし、テレビ受像機１０１のブラウン管に映し出されてい
る映像信号がどのソースからの映像であるかの判定（ソース検出）を行い、続いてそのソ
ースにおける視聴中のチャンネルを判定するものである。
【００１４】
図２は本発明の視聴チャンネル判定装置の一実施例のブロック図である。同図において、
図１と同一符号は同一部分を示し、２０１が視聴チャンネル判定のためにテレビ受像機１
０１に接続された調査メータと呼ばれる装置である。
【００１５】
テレビ受像機１０１には、ブラウン管の偏向ヨーク等の近傍から垂直同期信号を検出する
垂直偏向ヨークセンサと呼ばれるＶ同期センサ２０２と、フライバックトランス等の近傍
から水平同期信号を検出するフライバックセンサと呼ばれるＨ同期センサ２０３と、内蔵
ＶＨＦ／ＵＨＦチューナ近傍から映像中間周波信号を検出するＰＩＦセンサ２０４とが設
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けられ、これらのセンサで検出された、テレビ受像機１０１のブラウン管に映し出されて
いる映像信号の垂直，水平同期信号および映像信号がケーブル等によって調査メータ２０
１に入力されるようになっている。
【００１６】
また、テレビ受像機１０１に内蔵のＢＳチューナの映像信号は、ＢＳ－ＯＵＴ端子から取
り出され、調査メータ２０１に入力される。
【００１７】
また、ＣＡＴＶチューナ１０２，ＣＳＴＶチューナ１０３およびＶＣＲ１０４の左右の音
声信号はテレビ受像機１０１のＡＶ端子に直接に与えられるが、映像信号は調査メータ２
０１を経由してＡＶ端子に与えられる。なお、電子ゲーム機１０５の音声信号および映像
信号は調査メータ２０１を経由せずに、テレビ受像機１０１のＡＶ端子に直接与えられる
。さらに、ＶＣＲ１０４には、イレーズ信号検出用のピックアップコイル等の録画検出セ
ンサ２０５が設けられ、その出力が調査メータ２０１に入力される。
【００１８】
他方、調査メータ２０１内には、Ｖ同期センサ２０２，Ｈ同期センサ２０３の検出信号を
それぞれ入力して一定幅のパルスに整形する１ショットマルチバイブレータ等の波形整形
回路２０６，２０７と、ＰＩＦセンサ２０４の検出信号を入力して所定のレベルまで増幅
した後に映像信号を復元するＰＩＦ増幅復調回路２０８と、ＣＡＴＶチューナ１０２，Ｃ
ＳＴＶチューナ１０３，ＶＣＲ１０４および内蔵ＢＳチューナの映像信号をそれぞれ分岐
して取り込む映像バッファ２０９，２１０，２１１，２１２と、Ｈ同期センサ２０３の出
力の有無に基づいてテレビ受像機１０１のオン，オフを検知するＴＶオン・オフ検知回路
２１３と、録画検出センサ２０５の出力に基づきＶＣＲ１０４が録画中か否かを検出する
録画検出回路２１４とが、入力段に設けられている。
【００１９】
また、ＰＩＦ増幅復調回路２０８，映像バッファ２０９，２１０，２１１，２１２の出力
である映像信号を入力し順次に選択して通過させるアナログスイッチ２１５と、アナログ
スイッチ２１５の出力である映像信号から垂直同期信号および水平同期信号を分離する同
期分離回路２１６と、アナログスイッチ２１５の出力である映像信号をデジタル信号に変
換し記録するＡ／Ｄコンバータ・フレームメモリ２２２とが設けられている。
【００２０】
また、調査メータ２１０側で独自にＣＡＴＶ放送，ＣＳ放送，ＢＳ放送，ＶＨＦ放送，Ｕ
ＨＦ放送の各チャンネルの映像信号を生成するためのメータ側受像回路２１７と、このメ
ータ側受像回路２１７から出力される映像信号を入力し、ＣＡＴＶ放送のスクランブルが
かかっているチャンネルの映像信号に対してはスクランブルを疑似的に解除する処理を加
えた映像信号を出力し、それ以外の映像信号はそのまま出力する疑似同期圧縮再生回路２
１８と、この疑似同期圧縮再生回路２１８から出力される映像信号から垂直同期信号およ
び水平同期信号を分離する同期分離回路２１９と、疑似同期圧縮再生回路２１８から出力
される映像信号をデジタル信号に変換し記録するＡ／Ｄコンバータ・フレームメモリ２２
３とが設けられている。なお、メータ側受像回路２１７は、ＶＨＦ／ＵＨＦ受像回路２１
７１，ＢＳ受像回路２１７２，ＣＡＴＶ受像回路２１７３，ＣＳＴＶ受像回路２１７４お
よびこれら受像回路から出力される映像信号を選択して出力するアナログスイッチ２１７
５とから構成される。
【００２１】
また、波形整形回路２０６，２０７で整形された垂直同期信号および水平同期信号と同期
分離回路２１９で生成された垂直同期信号および水平同期信号の何れか一方を選択して出
力するセレクタ２２０と、このセレクタ２２０から出力される垂直同期信号および水平同
期信号と同期分離回路２１６で生成された垂直同期信号および水平同期信号とを入力し、
垂直同期信号と水平同期信号の各々について、２経路の同期信号の到来の時間差を測定す
る時間差測定部２２１とが設けられている。
【００２２】
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また、波形整形回路２０６，２０７で整形された垂直同期信号および水平同期信号に基づ
き、テレビ受像機１０１のブラウン管に映し出されている映像信号の走査方式を判定する
走査方式判定回路２２４と、測定結果を一般電話回線等によって調査センタに送信するデ
ータ通信装置２２５とが設けられている。
【００２３】
そして、調査メータ２０１内の各部を制御するＭＰＵ（マイクロプロセッサ）２２６があ
る。ＭＰＵ２２６と、録画検出回路２１４，アナログスイッチ２１５，データ通信装置２
２５との間は信号線群２２７で接続され、ＭＰＵ２２６と、ＴＶオンオフ検知回路２１３
，走査方式判定回路２２４，波形整形回路２０６，２０７，疑似同期圧縮再生回路２１８
，メータ側受像回路２１７，同期分離回路２１９，セレクタ２２０，Ａ／Ｄコンバータ・
フレームメモリ２２２，２２３，時間差測定部２２１との間は信号線群２２８で接続され
る。
【００２４】
図３は時間差測定部２２１の構成例を示すブロック図である。この例の時間差測定部２２
１は、セレクタ２２０からの垂直同期信号，水平同期信号をリセット信号として入力し、
同期分離回路２１６からの垂直同期信号，水平同期信号をセット信号として入力し、ＭＰ
Ｕ２２６から測定開始を決定するイネーブル信号ＥＮ１，ＥＮ２を入力するフリップフロ
ップ２２１１，２２１２と、所定の周期のクロック信号を発生するクロック発生器２２１
３と、クロック発生器２２１３のクロック信号とフリップフロップ２２１１，２２１２の
出力信号とをそれぞれ入力するナンドゲート２２１４，２２１５と、この出力とＭＰＵ２
２６からのプリセット信号とを入力する負論理入力オアゲート２２１６，２２１７と、こ
の出力をクロック信号として入力するプリセット型ダウンカウンタ２２１８，２２１９と
から構成されている。なお、このカウンタ２２１８，２２１９は、ＭＰＵ２２６から書き
込み可能なレジスタ部を備えており、ＭＰＵ２２６によってレジスタ部に所定の値が書き
込まれた後の最初の１つのクロック信号で上記所定値を内部のカウンタ部にプリセットし
、続くクロック信号でダウンカウントする機能を持つカウンタである。
【００２５】
次に、上述のように構成された本実施例の視聴チャンネル判定装置の動作を説明する。
【００２６】
（１）視聴ソース判定
図２において、テレビ受像機１０１の電源がオンになっており、何らかの映像がテレビ受
像機１０１のブラウン管に表示されている場合には、Ｖ同期センサ２０２，Ｈ同期センサ
２０３に同期信号のパルスが検出され、波形整形回路２０６，２０７により所定パルス幅
の同期信号に整形される。また、ＴＶオンオフ検知回路２１３は、Ｈ同期センサ２０３か
らの同期信号のパルスを受け、テレビ受像機１０１がオン状態であることを検知し、その
旨をＭＰＵ２２６に通知する。さらに、走査方式判定回路２２４は、波形整形回路２０６
，２０７からの同期信号に基づき、テレビ受像機１０１のブラウン管に映し出されている
映像信号の走査方式がインターレス走査方式，非インターレス走査方式の何れであるかを
判定し、その判定結果をＭＰＵ２２６に通知する。
【００２７】
ＭＰＵ２２６は、テレビ受像機１０１がオンされていれば、視聴ソースの判定を実施する
。このとき、走査方式判定回路２２４において非インターレス走査方式が検出されている
場合には、視聴ソースを電子ゲーム機１０５と判定する。その理由は、電子ゲーム機の映
像信号の走査方式は一般のテレビ放送波で採用されているインターレス方式と異なる、非
インターレス方式だからである。即ち、映像信号の水平同期信号，垂直同期信号の繰り返
し周波数をＦｈ，Ｆｖとすると、一般のテレビ放送波の映像信号では、Ｆｈ＝１５．７３
４ｋＨｚ，Ｆｖ＝５９．９４Ｈｚで、Ｆｈ＝２６２．５Ｆｖという関係があるインターレ
ス方式であるのに対して、電子ゲーム機では、Ｆｈ＝１５．７～１５．８ｋＨｚ，Ｆｖ＝
５９～６１Ｈｚで、例えばＦｈ＝２６２Ｆｖという関係がある非インターレス方式である
。
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【００２８】
他方、走査方式判定回路２２４においてインターレス走査方式が検出されている場合、視
聴ソースは電子ゲーム機１０５以外のソースの何れかである。そこで、ＭＰＵ２２６は視
聴ソースの判定を更に続けるため、波形整形回路２０６，２０７から出力される同期信号
をセレクタ２２０を通じて時間差測定部２２１に入力されるように、セレクタ２２０を切
り替える。
【００２９】
一方、ＰＩＦセンサ２０４ではテレビ受像機１０１に内蔵されたＶＨＦ／ＵＨＦチューナ
の映像中間周波信号が検出され、この信号はＰＩＦ増幅・復調回路２０８によって増幅さ
れた後に検波されて映像信号に復元される。また、ＣＡＴＶチューナ１０２，ＣＳＴＶチ
ューナ１０３，ＶＣＲ１０４，テレビ受像機１０１内蔵ＢＳチューナは、それらが映像信
号を出力していれば、映像バッファ２０９，２１０，２１１，２１２により取り込まれる
。
【００３０】
アナログスイッチ２１５は、ＰＩＦ増幅復調回路２０８で復調された内蔵ＶＨＦ／ＵＨＦ
チューナの映像信号と、映像バッファ２１２を介して得た内蔵ＢＳチューナの映像信号と
、映像バッファ２１０を介して得たＣＳＴＶチューナ１０３の映像信号と、映像バッファ
２０９を介して得たＣＡＴＶチューナ１０２の映像信号と、映像バッファ２１１を介して
得たＶＣＲ１０４の映像信号とを入力し、ＭＰＵ２２６の制御に従って所定の順序、例え
ばＩ１，Ｉ２，Ｉ３，Ｉ４，Ｉ５の順序で選択的に通過させる。
【００３１】
同期分離回路２１６は、アナログスイッチ２１５を通過してきた映像信号から垂直同期信
号と水平同期信号とを抽出し、時間差測定部２２１に出力する。また、セレクタ２２０が
波形整形回路２０６，２０７側に切り替えられているため、波形整形回路２０６，２０７
で生成された垂直同期信号と水平同期信号が時間差測定部２２１に出力される。
【００３２】
ＭＰＵ２２６は、アナログスイッチ２１５で１つの入力を選択する毎に、時間差測定部２
２１のカウンタ２２１８，２２１９のレジスタ部に所定の値を書き込むと共にゲート２２
１６，２２１７を通じて１つのパルス（プリセット信号）をカウンタ２２１８，２２１９
に入力することで上記所定の値をカウンタ２２１８，２２１９にプリセットし、次に所定
のタイミングでフリップフロップ２２１１，２２１２に与えるイネーブル信号をアクティ
ブ（ハイレベル）にし、その後の所定のタイミングでイネーブル信号をノンアクティブ（
ローレベル）にし、その時点のカウンタ２２１８，２２１９の計数値をデータとして取り
込む。なお、このときＭＰＵ２２６は、信号線群２２８を通じて波形整形回路２０６，２
０７から与えられる同期信号により時間差測定のタイミングをとっている。
【００３３】
ここで、フリップフロップ２２１１，２２１２の出力は波形整形回路２０６，２０７から
同期信号のパルスが与えられた時点でローレベルとなり、同期分離回路２１６から同期信
号のパルスが与えられた時点でハイレベルとなることから、同期分離回路２１６からパル
スが与えられてから波形整形回路２０６，２０７からパルスが与えられるまでの時間ｔだ
けナンドゲート２２１４，２２１５はクロック発生器２２１３のクロック信号を反転して
通過させることとなり、この信号がゲート２２１６，２２１７を通じてカウンタ２２１８
，２２１９に入力されることから、カウンタ２２１８，２２１９の計数値は上記の時間ｔ
に応じた値となる。
【００３４】
図４は、テレビ受像機１０１から得た同期信号（ブラウン管）と、内蔵ＶＨＦ／ＵＨＦチ
ューナから得た同期信号（検出ＰＩＦ）と、ＶＣＲ１０４から得た同期信号（ＶＣＲ）と
、内蔵ＢＳチューナから得た同期信号（ＢＳ）との時間的関係の例を示したものであり、
その時点でそのソースがアナログスイッチ２１５により選択された場合のカウント期間（
斜線を引いた部分）を対応させて示してある。なお、垂直同期信号と水平同期信号とでは
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周期が大幅に異なるが、それぞれの関係はほぼ同じである。また、図４には、ＣＡＴＶチ
ューナ１０２，ＣＳＴＶチューナ１０３から得た同期信号については図示を省略してある
が、これらについても同様のことが言える。
【００３５】
一般に、少なくとも短時間の間においては、各ソースの同期信号の位相は代わらない。ま
た、ソースが異なれば同期信号が一致する確率は相当低い。従って、前記カウンタ２２１
８，２２１９の計数値は各ソースによって異なる一定値となる。
【００３６】
ところで、ＰＩＦセンサ２０４による検出信号はＰＩＦ増幅復調回路２０８によって比較
的大きな遅延を受ける。また、Ｖ同期センサ２０２またはＨ同期センサ２０３によって検
出される同期信号も、内蔵する検波回路によって遅延を受けるが、前者の遅れは後者より
大きい。更に、ＡＶ端子に接続するＡＶ機器および内蔵ＢＳチューナ等からのビデオ信号
から検出される同期信号の遅れはほとんどない。
【００３７】
そのため、このままでは前記計数値は、各ソースにおける垂直同期信号，水平同期信号の
位相とＶ同期センサ２０２，Ｈ同期センサ２０３で検出された垂直同期信号，水平同期信
号の位相とのずれ量を正しく反映しないものとなる。そこで、検出条件を揃え、またブラ
ウン管に映し出されたソースの時間差計数値が好ましい最小値になるよう補正を行う。
【００３８】
前記の好ましい最小時間差計数値は、各チャンネルの内、同期信号が隣接しているチャン
ネルを確実に分別できる値にすることが望ましい。例えば、ＮＨＫの総合放送と教育放送
とでは同期信号が水平同期信号幅（４．７μＳ）の１／２ずれているが、このずれは定常
的なずれとしては限度と考えられるので、更にその１／２（１．２μＳ）以下に最小時間
差計数値を設定すれば、通常の同期信号の分別は可能となる。
【００３９】
上記の補正は、調査メータ２０１の設置時等に予め各ソースを実際に視聴して、そのとき
のＶ同期センサ２０２またはＨ同期センサ２０３で検出される同期信号の基準同期信号か
らの遅延時間を測定してＭＰＵ２２６内のメモリに記憶させておき、実際の測定時におい
ては時間差測定部２２１から得られたデータに補正を加える。なお、調査メータ設定時の
各ソースの遅延時間の測定は時間差測定部２２１等を用いて行うことができる。
【００４０】
本実施例においては、これらの性質を利用して視聴中のソースを特定することができる。
即ち、ＭＰＵ２２６はアナログスイッチ２１５を巡回させ、それぞれのソースについて時
間差測定部２２１からデータを取得すると共にこの取得したデータに各ソース固有の遅延
時間に基づく補正を加え、この補正後のデータに基づき、Ｖ同期センサ２０２，Ｈ同期セ
ンサ２０３で検出された垂直同期信号，水平同期信号と同期分離回路２１６で抽出した垂
直同期信号，水平同期信号との時間差が好ましい最小値となるソースを、視聴中のソース
と判定する。なお、垂直同期信号と水平同期信号の両者について時間差を測定するのは、
判定精度を高めるためである。
【００４１】
以上のようにして、調査メータ２０１は、走査方式判定回路２２４においてインターレス
走査方式が検出されている場合、視聴ソースが、テレビ受像機１０１に内蔵のＶＨＦ／Ｕ
ＨＦチューナ，ＢＳチューナ，ＣＡＴＶチューナ１０２，ＣＳＴＶチューナ１０３，ＶＣ
Ｒ１０４の何れであるかを特定する。
【００４２】
（２）視聴チャンネルの判定
視聴チャンネルの判定は、テレビ受像機１０１のブラウン管側の同期信号，映像信号と、
メータ側受像回路２１７で独自に生成した各チャンネルの同期信号，映像信号とを比較す
ることにより行う。
【００４３】
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先ず視聴チャンネルの判定に先立って実施される作業を説明する。視聴チャンネルの判定
に先立ち、メータ側受像回路２１７内のＶＨＦ／ＵＨＦ受像回路２１７１，ＢＳ受像回路
２１７２，ＣＡＴＶ受像回路２１７３，ＣＳＴＶ受像回路２１７４を基準にし、テレビ受
像機１０１内のＶＨＦ／ＵＨＦチューナ，ＢＳチューナ，ＣＡＴＶチューナ１０２，ＣＳ
ＴＶチューナ１０３，ＶＣＲ１０４内チューナのようにチューナを有するソースにつき、
各ソース毎の遅延時間の測定を行う。これは、各チューナおよびそれに続く検波回路，フ
ィルタ等の回路により遅延時間がそれぞれ異なるためである。なお、この測定は調査メー
タ２０１の設置時等に行い、その後は機器の接続を変えた場合等に行う。
【００４４】
遅延時間の測定にあたり、図２のＭＰＵ２２６によりアナログスイッチ２１５を制御して
１つずつソースを選択し、テレビ放送の受信を行うことのできるソースについては所定の
チャンネルに選局しておく。他方、ＭＰＵ２２６はメータ側受像回路２１７の各受像回路
２１７１～２１７４およびアナログスイッチ２１７５を制御してソース側と同じチャンネ
ルに選局させる。
【００４５】
メータ側受像回路２１７で選択された或るソースの所定のチャンネルの映像信号は、疑似
同期圧縮再生回路２１８に入力される。疑似同期圧縮再生回路２１８は、メータ側受像回
路２１７から出力される映像信号を入力し、ＣＡＴＶ放送のスクランブルがかかっている
チャンネルの映像信号に対してはスクランブルを疑似的に解除する処理を加えた映像信号
を出力し、それ以外の映像信号はそのまま出力する。同期分離回路２１９は、疑似同期圧
縮再生回路２１８から出力される映像信号から基準となる垂直同期信号，水平同期信号を
抽出してセレクタ２２０に出力する。セレクタ２２０はＭＰＵ２２６により事前に同期分
離回路２１９側に切り替えられており、同期分離回路２１９から出力された垂直同期信号
，水平同期信号は時間差測定部２２１に入力される。他方、被測定映像信号は同期分離回
路２１６で垂直同期信号，水平同期信号が抽出されて時間差測定部２２１に与えられる。
【００４６】
ＭＰＵ２２６は、各ソースについて、時間差測定部２２１のカウンタ２２１８，２２１９
のレジスタ部に所定の値を書き込むと共にゲート２２１６，２２１７を通じて１つのパル
ス（プリセット信号）をカウンタ２２１８，２２１９に入力することで上記所定の値をカ
ウンタ２２１８，２２１９にプリセットし、次に所定のタイミングでフリップフロップ２
２１１，２２１２に与えるイネーブル信号をアクティブ（ハイレベル）にし、その後の所
定のタイミングでイネーブル信号をノンアクティブ（ローレベル）にし、その時点のカウ
ンタ２２１８，２２１９の計数値をデータとして取り込む。なお、ＭＰＵ２２６は、信号
線群２２８を通じて同期分離回路２１９から与えられる垂直同期信号，水平同期信号によ
り時間差測定のタイミングをとっている。
【００４７】
ここで、フリップフロップ２２１１，２２１２の出力は同期分離回路２１６から同期信号
のパルスが与えられた時点でローレベルとなり、同期分離回路２１９から同期信号のパル
スが与えられた時点でハイレベルとなることから、同期分離回路２１９からパルスが与え
られてから同期分離回路２１６からパルスが与えられるまでの時間ｔだけナンドゲート２
２１４，２２１５はクロック発生器２２１３のクロック信号を反転して通過させることと
なり、この信号がゲート２２１６，２２１７を通じてカウンタ２２１８，２２１９に入力
されることから、カウンタ２２１８，２２１９の計数値は上記の時間ｔに応じた値となる
。
【００４８】
ＭＰＵ２２６は測定データを各ソース毎に蓄積し、チャンネル判定におけるタイミングの
補正に使用する。
【００４９】
さて、本番の視聴チャンネル判定においては、ＭＰＵ２２６はメータ側受像回路２１７を
制御して、視聴ソース判定処理により視聴されていると判定されたソースに対応する受像
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回路２１７１～２１７４を放送の存在するチャンネルについて順次に切り替えていく。な
お、各受像回路２１７１～２１７４の切り替えにはアナログスイッチ２１７５を用いる。
また、ＣＡＴＶおよびＣＳＴＶにおける有料チャンネルについては、当該テレビ受像機１
０１が視聴契約したチャンネルだけを対象とする。この契約チャンネルの情報は事前にＭ
ＰＵ２２６のメモリに記憶されている。
【００５０】
同期信号によるチャンネル判定は、前述した方法によって同期信号を検出し、ＭＰＵ２２
６によって、同期分離回路２１９の基準の同期信号と同期分離回路２１６の被測定同期信
号との時間差を各チャンネル毎に測定して補正を加え、その時間差が視聴ソースの判定箇
所で説明した最小時間差より小であるときは一致、そうでないときは不一致とみなす方法
をとっている。この判定は複数回行い、実施例では水平同期信号につき２４０回、垂直同
期信号につき２回行っている。
【００５１】
同期信号によるチャンネル判定で一致と判定されたチャンネルについてのみ、続いて映像
信号によるチャンネル判定が実施される。映像信号によるチャンネル判定では、同期分離
回路２１９から信号線群２２８を通じて得られる同期信号を基準に且つ各ソース毎に蓄積
した遅延時間を考慮したサンプリングのタイミングで、ＭＰＵ２２６の制御の下に、疑似
同期圧縮再生回路２１８から出力される基準の映像信号をＡ／Ｄコンバータ・フレームメ
モリ２２３によりデジタル化，蓄積すると共に、アナログスイッチ２１５から出力される
被測定信号をＡ／Ｄコンバータ・フレームメモリ２２２でデジタル化，蓄積し、両者を比
較することで行う。この比較は１フィールド画面に対し複数の点をサンプリングして行い
、これらの測定結果を総合して判定する。実施例では３２箇所の点について行い、予め定
められた閾値数以上のサンプリング点で一致のとれたチャンネルを視聴チャンネルと判定
した。なお、全てのチャンネルについて一致サンプリング点数を求め、その最大のものを
視聴チャンネルと判定するようにしても良い。
【００５２】
ＭＰＵ２２６は以上のようにして視聴チャンネルを判定すると、それを現在時刻と共に内
部のメモリに１つの測定データとして記憶する。また、視聴ソースがＶＣＲ１０４である
場合、録画検出回路２１４において、ＶＣＲ１０４が録画中か否かを検出し、その検出結
果もあわせて記録する。そして、例えば予め設定された時刻になると、ＭＰＵ２２６はデ
ータ通信装置２２５を使って一般電話回線を通じて調査センサに電話をかけ、記録してあ
る一連の測定データを調査センサに送出する。
【００５３】
このように本実施例の視聴チャンネル判定装置によれば、テレビ受像機１０１から容易に
取り出すことができるブラウン管の同期信号と各ソースの映像信号との時間的なズレから
実際に視聴しているソースを検出するようにしているため、ＡＶ端子を経由しないソース
が存在するＢＳチューナ内蔵ＡＶテレビ等であっても、視聴しているソースを一意に特定
することができる。また、視聴チャンネル判定に際しては、同期信号による判定に加えて
映像信号による判定を行っているので、極めて確度の高い判定が行える。さらに、同一信
号源を用い、同期信号の位相が同一の複数のチャンネルを有する場合でも、映像信号の比
較によって判定が可能となる。
【００５４】
次に、疑似同期圧縮再生回路２１８の実施例について説明する。
【００５５】
まず図５を参照して、ＣＡＴＶ放送で行われている同期圧縮スクランブルについて説明す
る。図５において、（ａ）はスクランブル前の映像信号を、（ｂ）はスクランブル後の映
像信号をそれぞれ示す。双方の図からわかるように、同期圧縮スクランブルでは、映像信
号に重畳される帰線消去信号のレベルを白レベル側にシフトさせ、更に方式によっては帰
線期間に重畳される同期パルスのパルス高も変化させることにより、同期信号の検出を困
難ならしめている。有料放送について正規に受信契約した顧客のＣＡＴＶチューナ１０２
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においては、局側から別途送られてくる解除信号によって図５（ｂ）のスクランブル信号
を同図（ａ）の非スクランブル信号に変換することが可能である。しかし、メータ側受像
回路２１７におけるＣＡＴＶ受像回路２１７３内のＣＡＴＶチューナは正規の契約者でな
いため局側から解除信号が送られてこない。このため、そのままでは比較用の映像信号を
調査メータ２０１内で生成することができない。疑似同期圧縮再生回路２１８は、局から
の解除信号によらず、図５（ｂ）のスクランブル信号を同図（ａ）の非スクランブル信号
に変換するものである。
【００５６】
図６に疑似同期圧縮再生回路２１８の構成例を示す。同図に示すように、本例の疑似同期
圧縮再生回路２１８は、入力端子として、メータ側受像回路２１７からの映像信号が加わ
る端子２１８０１，波形整形回路２０６からの垂直同期信号が加わる端子２１８０２，波
形整形回路２０７からの水平同期信号が加わる端子２１８０３，メータ側受像回路２１７
からＣＡＴＶ放送チャンネルの有料放送チャンネル、つまりスクランブルのかかっている
チャンネルの映像信号が出力されている期間中は論理“１”、その他の期間中は論理“０
”となる制御信号がＭＰＵ２２６から加わる端子２１８０４を有し、出力端子として、映
像信号を同期分離回路２１９およびＡ／Ｄコンバータ・フレームメモリ２２３に出力する
端子２１８０５を有する。
【００５７】
また、疑似同期圧縮再生回路２１８の内部には、端子２１８０２に加わる垂直同期信号か
ら垂直ブランキング期間を決定し、垂直ブランキング期間中のみ論理“１”となる信号を
発生する垂直ブランキング期間発生器２１８０６と、端子２１８０３に加わる水平同期信
号から水平ブランキング期間を決定し、水平ブランキング期間中のみ論理“１”となる信
号を発生する水平ブランキング期間発生器２１８０７と、垂直ブランキング期間信号と水
平ブランキング期間信号の論理和をとるオアゲート２１８０８と、端子２１８０１に加わ
る映像信号をオアゲート２１８０８の出力が論理“１”の期間中のみ通過させるアナログ
スイッチ２１８０９と、アナログスイッチ２１８０９を通過した映像信号、つまり垂直ブ
ランキング期間および水平ブランキング期間の信号の波形をスクランブル前の状態に復元
する波形復元部２１８１０と、オアゲート２１８０８の出力が論理“１”の期間は波形復
元部２１８１０の出力を通過させ、オアゲート２１８０８の出力が論理“０”の期間は端
子２１８０１から加わる映像信号を通過させるアナログスイッチ２１８１１と、アナログ
スイッチ２１８１１を通過した信号全体のレベルを調整するボリューム付きの映像レベル
調整器２１８１２と、端子２１８０４に加わる信号が論理“１”のときは映像レベル調整
器２１８１２の出力を通過させて端子２１８０５に印加し、端子２１８０４に加わる信号
が論理“０”のときは端子２１８０１から加わる映像信号を通過させて端子２１８０５に
印加するアナログスイッチ２１８１３とが設けられている。
【００５８】
さらに、垂直ブランキング期間発生器２１８０６は第１タイマ２１８０６１および第２タ
イマ２１８０６２を有し、水平ブランキング期間発生器２１８０７は第１タイマ２１８０
７１および第２タイマ２１８０７２を有する。また、波形復元部２１８１０は、ボリュー
ム付きの増幅器２１８１０１と同じくボリューム付きの直流分再生器２１８１０２とを有
する。
【００５９】
以下、上述のように構成された本実施例の疑似同期圧縮再生回路２１８の動作を説明する
。
【００６０】
視聴チャンネル判定のためにアナログスイッチ２１５で選択された映像信号と比較する基
準となる映像信号がＣＡＴＶ放送の有料チャンネル以外の場合、ＭＰＵ２２６は端子２１
８０４に加える信号を論理“０”とする。この状態では、端子２１８０１に加わる映像信
号はそのままアナログスイッチ２１８１３を通過して端子２１８０５に導かれるため、メ
ータ側受信回路２１７で生成された基準となるＶＨＦ／ＵＨＦチャンネル，ＢＳチャンネ
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ル，ＣＳＴＶチャンネルの映像信号およびＣＡＴＶの非スクランブルな映像信号は、疑似
同期圧縮再生回路２１８でなんらの処理も加えられずに、そのまま同期分離回路２１９お
よびＡ／Ｄコンバータ・フレームメモリ２２３に出力される。
【００６１】
他方、視聴チャンネル判定のためにアナログスイッチ２１５で選択された映像信号と比較
する基準となる映像信号がＣＡＴＶ放送の有料チャンネルの場合、ＭＰＵ２２６は端子２
１８０４に加える信号を論理“１”とする。これによって、メータ側受信回路２１７で生
成された基準となるＣＡＴＶチャンネルのスクランブル映像信号は、疑似同期圧縮再生回
路２１８で以下のような処理が施されることにより、スクランブルが解除される。
【００６２】
まず、端子２１８０４に加わる信号が論理“１”となることにより、垂直ブランキング期
間発生器２１８０６および水平ブランキング期間発生器２１８０７が起動され、垂直ブラ
ンキング期間信号および水平ブランキング期間信号が生成される。
【００６３】
図７に水平ブランキング期間発生器２１８０７の動作タイミングチャートを示す。水平ブ
ランキング期間発生器２１８０７内の第１タイマ２１８０７１は、端子２１８０３に加わ
る水平同期信号の立ち下がりで起動され、５６．４５μＳの期間中論理“１”となる第１
パルスを発生する。次に、第２タイマ２１８０７２は第１パルスの立ち下がりで起動され
、１０μＳの期間中論理“１”となる第２パルスを発生し、これを水平ブランキング期間
信号としてオアゲート２１８０８に出力する。垂直ブランキング期間発生器２１８０６で
も同様の原理によって、垂直ブランキング期間を示すパルス幅１．５ｍＳの垂直ブランキ
ング期間信号が生成され、そして、オアゲート２１８０８で水平ブランキング期間信号と
垂直ブランキング期間信号との論理和がとられ、アナログスイッチ２１８０９およびアナ
ログスイッチ２１８１１に出力される。
【００６４】
図８（ａ）はアナログスイッチ２１８０９に端子２１８０１から加わるスクランブル映像
信号、同図（ｂ）はアナログスイッチ２１８０９にオアゲート２１８０８から加わる信号
、同図（ｃ）はアナログスイッチ２１８０９から出力される信号、同図（ｄ）は波形復元
部２１８１０の出力信号の一例を示す。同図に示すように、アナログスイッチ２１８０９
は、オアゲート２１８０８からの信号が論理“１”である期間中のスクランブル映像信号
、つまり水平ブランキング期間および垂直ブランキング期間内の信号を抜き出して出力し
、波形復元部２１８１０はその抜き出された信号のレベルおよび同期信号パルスのパルス
高を調整して出力している。ここで、調査メータ２０１の設置時等に増幅器２１８１０１
および直流分再生器２１８１０２のボリュームを調整しておくことで、水平ブランキング
期間および垂直ブランキング期間内の信号状態をスクランブル前の状態に復元することが
できる。
【００６５】
図９（ａ）はアナログスイッチ２１８１１に端子２１８０１から加わるスクランブル映像
信号、同図（ｂ）はアナログスイッチ２１８１１にオアゲート２１８０８から加わる信号
、同図（ｃ）はアナログスイッチ２１８１１に波形復元部２１８１０から加わる復元後の
信号、同図（ｄ）はアナログスイッチ２１８１１から出力される信号の一例を示す。同図
に示すように、アナログスイッチ２１８１１は、オアゲート２１８０８からの信号が論理
“０”である期間中の非スクランブル映像信号の部分と論理“１”である期間中の波形復
元部２１８１０の出力信号とを合成することにより、非スクランブル信号を生成する。
【００６６】
こうして生成された非スクランブル信号は、後段の映像レベル調整器２１８１２で増幅さ
れた後、アナログスイッチ２１８１３を通過して、端子２１８０５から出力される。
【００６７】
次に、走査方式判定回路２２４の実施例について説明する。
【００６８】
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図１０は走査方式判定回路２２４の構成の一例を示すブロック図である。この例の走査方
式判定回路２２４は、図２の波形整形回路２０７で生成された水平同期信号Ｈを分周する
分周器２２４１と、この分周器２２４１に図２の電子ゲーム機１０５に合致した分周比を
設定するための分周比設定器２２４２と、図２の波形整形回路２０６で生成された垂直同
期信号Ｖを安定化させるためのＰＬＬ回路２２４３と、このＰＬＬ回路２２４３で安定化
された垂直同期信号Ｖの位相と分周器２２４１で分周された水平同期信号Ｈの位相とを比
較して判定信号を図２のＭＰＵ２２６に出力する比較判定器２２４４とから構成されてい
る。また、ＰＬＬ回路２２４３は、位相比較器２２４３１，ＬＰＦ２２４３２およびＶＣ
Ｏ２２４３３で構成され、比較判定器２２４４は、位相比較器２２４４１，判定器２２４
４２およびＣＲ積分器２２４４３で構成されている。
【００６９】
今、図２の電子ゲーム機１０５の映像信号における水平同期信号の繰り返し周波数Ｆｈと
その垂直同期信号の繰り返し周波数Ｆｖとの間に、Ｆｈ＝２６２×Ｆｖという非インター
レスな関係が成立する場合、分周器２２４１には分周比２６２を設定しておく。こうして
おくと、テレビ受像機１０１で電子ゲーム機１０５の出力映像が再生され、その水平同期
信号Ｈと垂直同期信号Ｖとが波形整形回路２０７，２０６で整形されて走査方式判定回路
２２４に入力された場合、水平同期信号Ｈが２６２分周されて垂直同期信号Ｖと同一周波
数となるため、位相比較器２２４４１の位相比較出力をＣＲ積分器２２４４３に通して得
られる信号は、図１１（Ａ）に示すようにほぼ定常値（但し、その値は不定）を示すこと
になる。他方、一般のテレビ放送波では、Ｆｈ＝２６２．５×Ｆｖというインターレスな
関係にあるので、テレビ受像機１０１でテレビ放送波が受信再生され、その水平同期信号
Ｈと垂直同期信号Ｖとが波形整形回路２０７，２０６で整形されて走査方式判定回路２２
４に入力された場合、水平同期信号Ｈが２６２分周されても、垂直同期信号Ｖと同一周波
数にはならない。このため、位相比較器２２４４１の位相比較出力をＣＲ積分器２２４４
３に通して得られる信号は、例えば図１１（Ｂ）に示すように或る周波数（テレビ放送波
の垂直同期信号の繰り返し周波数である５９．９４Ｈｚと、水平同期信号の繰り返し周波
数である１５．７３４ｋＨｚを２６２分周した周波数６０．０５Ｈｚとの差である０．１
１Ｈｚの周波数）で鋸状に変化する。従って、両者の差異を判定器２２４４２で弁別する
ことにより、テレビ受像機１０１で現在再生されている映像信号の走査方式が非インター
レスか否か、つまりテレビ放送波によるものか電子ゲーム機１０５によるものかを判定す
ることができる。
【００７０】
図１０の走査方式判定回路２２４は水平同期信号Ｈを分周する構成を採用したが、逆に垂
直同期信号Ｖを逓倍する構成にしても良い。この場合は、垂直同期信号を逓倍する逓倍器
と、電子ゲーム機１０５の非インターレスな走査方式の映像信号における水平同期信号の
繰り返し周波数Ｆｈとその垂直同期信号の繰り返し周波数Ｆｖとの間にＦｈ＝ｎ×Ｆｖ（
但し、ｎは正の整数）の関係が成立するときの、前記ｎの値を前記逓倍器の逓倍率として
設定するための逓倍率設定器と、前記逓倍器の出力信号の位相と前記同期信号検出手段で
検出された水平同期信号の位相とを比較し、両位相が一致する場合に非インターレス走査
方式と判定し、両位相が一致しない場合にインターレス走査方式と判定する比較判定器と
で構成される。
【００７１】
また、一般テレビ放送波の映像信号における水平同期信号の繰り返し周波数Ｆｈとその垂
直同期信号の繰り返し周波数Ｆｖとの間の関係式Ｆｈ＝２６２．５×Ｆｖを利用して、走
査方式を判定することもできる。但し、「２６２．５」のように小数点の付く分周や逓倍
はできないので、上記関係式を拡張し、Ｆｈ×ｍ＝（２６２．５×ｍ）×Ｆｖ（但し、ｍ
は正で偶数な整数）という関係式を用いて、テレビ受像機１０１で再生中の映像信号の走
査方式が非インターレス走査方式，インターレス走査方式の何れであるかを判定する。こ
こで、ｍは２，４等の値を用いることができる。この場合、走査方式判定回路２２４は、
水平同期信号を２６２．５×ｍ分周する水平同期信号用分周器と、垂直同期信号を前記ｍ
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と同じ値でｍ分周する垂直同期信号用分周器と、前記水平同期信号用分周器の出力信号の
位相と前記垂直同期信号用分周器の出力信号の位相とを比較し、両位相が一致する場合に
インターレス走査方式と判定し、両位相が一致しない場合に非インターレス走査方式と判
定する比較判定器とから構成され、または、垂直同期信号を２６２．５×ｍ逓倍する垂直
同期信号用逓倍器と、水平同期信号を前記ｍと同じ値でｍ逓倍する水平同期信号用逓倍器
と、前記垂直同期信号用逓倍器の出力信号の位相と前記水平同期信号用逓倍器の出力信号
の位相とを比較し、両位相が一致する場合にインターレス走査方式と判定し、両位相が一
致しない場合に非インターレス走査方式と判定する比較判定器とから構成される。
【００７２】
以上本発明の実施例について説明したが、本発明は以上の実施例にのみ限定されず、その
他各種の付加変更が可能である。例えば、図２の実施例では、テレビ受像機１０１のブラ
ウン管に映し出されている映像信号をＰＩＦセンサ２０４で検出してＰＩＦ増幅復調回路
２０８で復調したが、テレビ受像機１０１にモニタ映像出力端子がある場合、その端子か
ら映像信号を取り出して調査メータ２０１に入力するようにしても良い。そして、この場
合、取り出した映像信号から垂直同期信号，水平同期信号を分離して各部に供給する同期
分離回路を設け、図２のＨ同期センサ２０３，Ｖ同期センサ２０２，波形整形回路２０６
，２０７を省略しても良い。
【００７３】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、テレビのブラウン管に映し出されている映像信号の
垂直同期信号および水平同期信号から垂直ブランキング期間および水平ブランキング期間
を特定し、視聴チャンネル判定装置内の受像回路で生成された同期圧縮スクランブル映像
信号のうち、前記垂直ブランキング期間および水平ブランキング期間内の信号部分だけを
同期圧縮スクランブル前の状態に戻して、比較用の映像信号を生成するため、同期圧縮ス
クランブル映像信号によるＣＡＴＶ放送に対しても、映像信号の直接比較による視聴チャ
ンネル判定を実施することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】視聴チャンネルの判定対象となるテレビ受像機システムの一例を示すブロック図
である。
【図２】本発明の視聴チャンネル判定装置の一実施例のブロック図である。
【図３】時間差測定部の構成例を示すブロック図である。
【図４】実施例の動作を示すタイミングチャートである。
【図５】ＣＡＴＶ放送で行われている同期圧縮スクランブルの説明図である。
【図６】疑似同期圧縮再生回路の構成例を示すブロック図である。
【図７】水平ブランキング期間発生器の動作タイミングチャートである。
【図８】スクランブル映像信号における水平及び垂直ブランキング期間内の信号を非スク
ランブル状態に復元する様子を示すタイミングチャートである。
【図９】復元した水平及び垂直ブランキング期間内の信号とスクランブル映像信号とを合
成して非スクランブル映像信号を得る様子を示すタイミングチャートである。
【図１０】走査方式判定回路の構成の一例を示すブロック図である。
【図１１】走査方式判定回路内の位相比較器の出力信号の例を示す図である。
【符号の説明】
１０１…テレビ受像機
１０２…ＣＡＴＶチューナ
１０３…ＣＳＴＶチューナ
１０４…ＶＣＲ
１０５…電子ゲーム機
２０１…調査メータ
２０２…Ｖ同期センサ
２０３…Ｈ同期センサ
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２０４…ＰＩＦセンサ
２０５…録画検出センサ
２０６，２０７…波形整形回路
２０８…ＰＩＦ増幅復調回路
２０９～２１２…映像バッファ
２１３…ＴＶオンオフ検知回路
２１４…録画検出回路
２１５…アナログスイッチ
２１６，２１９…同期分離回路
２１７…メータ側受像回路
２１８…疑似同期圧縮再生回路
２２０…セレクタ
２２１…時間差測定部
２２２，２２３…Ａ／Ｄコンバータ・フレームメモリ
２２４…走査方式判定回路
２２５…データ通信装置
２２６…ＭＰＵ
２２７，２２８…信号線群
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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